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第1会場

9：00～9：05 世話人挨拶 松尾 靖人（済生会熊本病院 糖尿病内科）

9：05～9：15 院長挨拶 中尾 浩一（済生会熊本病院）

9：15～9：30 会長講演
座長：迫　康博（福岡県済生会飯塚嘉穂病院）

松尾　靖人	 済生会熊本病院 糖尿病内科

9：30～10：10 基調講演
座長：迫　康博（福岡県済生会飯塚嘉穂病院）

糖尿病治療の進歩とチーム医療

中塔　辰明	 岡山済生会総合病院 糖尿病センター

共催：アストラゼネカ株式会社／小野薬品工業株式会社

10：20～11：45 一般演題1
座長：阿部　恵（大阪府済生会野江病院 糖尿病・内分泌内科）　　	

河合　俊英（東京都済生会中央病院 糖尿病・内分泌内科）

1-1 糖尿病チームの軌跡とチームアンケートから見える今後の課題
○早川　恵美子1）、青木　有希子2）、権城　泉3）、岡本　晃光4）、城田　祐輔5）、三浦　富美彦5）、
舛岡　紗也香5）、木藤　絢子1）、水越　常徳6）

1）北海道済生会小樽病院 看護部、2）済生会小樽病院 薬剤部、3）済生会小樽病院 栄養管理室、 
4）済生会小樽病院 臨床検査室、5）済生会小樽病院 リハビリ室、6）済生会小樽病院 内科

1-2 糖尿病透析予防に対するチーム医療の取り組みについて
○板井　夕貴1）、小林　美晴1）、山内　布美子1）、古木　アケミ1）、星乃　明彦2）、松尾　靖人2）

1）済生会熊本病院 看護部、2）済生会熊本病院 糖尿病内科

1-3 トホグリフロジン10 ㎎（20 ㎎ 0.5錠）追加投与の有効性に関する検討
○梅澤　智史、迫　康博、德島　礼実、有田　好之、関口　直孝
福岡県済生会飯塚嘉穂病院 内科

1-4 当院における SGLT2阻害剤エンパグリフロジン（EMP）少量投与の有用性の検討
○梅岡　二美1）、宮岡　弘明1）、村上　主樹2）、佐藤　真2）、東野　誠2）、白石　佳奈2）、	
小泉　洋平2）、村上　英広2）、岡田　武志2）

1）済生会松山病院 甲状腺糖尿病センター、2）済生会松山病院 内科

プログラム
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1-5 無自覚低血糖がある1型糖尿病患児の学校との連携を行った1例
○渡辺　拓生1）、森川　麻美1）、下前　めぐみ1）、金原　秀雄2）、山崎　大輔3）

1）福井県済生会病院 看護部、2）福井県済生会病院 代謝内科、3）福井県済生会病院 小児科

1-6 2型糖尿病患者に発症した感染経路不明のレジオネラ肺炎の1例
○三嶋　麻揮1）、利根　淳仁1）、角南　良太2）、賀来　奈緒子1）、髙橋　北斗1）、窪津　康祐1）、
國方　友里亜1）、妹尾　真弓1）、下村　泰之1）、勅使川原　早苗1）、中塔　辰明1）

1）岡山済生会総合病院 糖尿病内科、2）岡山済生会総合病院 呼吸器内科

1-7 心拍変動係数を指標とした自律神経機能と身体機能の関係性について
○須﨑　裕一1）、稲吉　直哉1）、西田　裕紀1）、永迫　久裕2）、岩屋　智加予2）

1）福岡県済生会大牟田病院 リハビリテーション部、2）福岡県済生会大牟田病院 内分泌糖尿病内科

1-8 SGLT2阻害薬内服症例の周術期管理体制の紹介と術後のケトン体の上昇について
○関　侑介1）、齊藤　大祐1）、齋藤　聡1）、山下　裕美子1）、長島　まゆみ2）、立石　彩子2）、	
鈴木　吉乃2）、友常　健1）

1）済生会宇都宮病院 糖尿病・内分泌内科、2）済生会宇都宮病院 看護部

1-9 膵癌患者の血糖コントロール不良がGEM+nab-PTX療法の治療効果に及ぼす影響
○守田　和憲1）、德永　晃己1）、田上　治美1）、松尾　靖人2）、星乃　明彦2）、松下　祐三3）、	
川﨑　麗苗3）、三井　士和3）、森北　辰馬3）、小田　尚伸3）

1）済生会熊本病院 薬剤部、2）済生会熊本病院 糖尿病内科、3）済生会熊本病院 総合腫瘍科

1-10 6年間に当院へ糖尿病性ケトアシドーシス（DKA）で入院した症例の解析
○池原　佳世子、楠田　修平、後藤　彩紀、秋山　まこ、詫摩　晃大、王城　人志、山下　馨、
笠原　文子、一城　貴政、比嘉　眞理子
済生会横浜市東部病院 糖尿病内分泌内科

12：00～12：50 ランチョンセミナー1
座長：星乃 明彦（済生会熊本病院 糖尿病内科）

インクレチン関連薬を再考する 
～ GIP/GLP-1受容体作動薬への期待～

寺内　康夫	 横浜市立大学大学院 医学研究科 分子内分泌・糖尿病内科学

共催：日本イーライリリー株式会社／田辺三菱製薬株式会社

13：15～13：25 次期世話人挨拶　　一城 貴政（済生会横浜市東部病院 糖尿病・内分泌内科）
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13：25～14：25 特別講演
座長：松尾　靖人（済生会熊本病院 糖尿病内科）

2型糖尿病の病態と薬物治療

窪田　直人	 熊本大学大学院 生命科学研究部 代謝内科学講座

共催：ノボ ノルディスク ファーマ株式会社

14：35～16：35 シンポジウム
座長：関口　直孝（福岡県済生会飯塚嘉穂病院）             	

新谷　光世（大阪府済生会中津病院 糖尿病内分泌内科）

チームで創る糖尿病診療の五輪書 
～誰一人取り残さない医療を目指して～

 大牟田市の糖尿病重症化予防を目指した当院の取り組み 
～内分泌・糖尿病センター開設3年の歩み～
	 岩屋　智加予
福岡県済生会大牟田病院 内分泌糖尿病内科、内分泌・糖尿病センター

 一緒に悩んで、一緒に楽しむ勇気
	 宮永　幸実
済生会若草病院 薬剤部

 看護療養相談室から発信する糖尿病診療支援 
～誰一人取り残さない糖尿病診療をめざして、できることから取り組む～
	 兵頭　千恵
済生会松山病院 看護部

 糖尿病外来患者に対する栄養食事指導の実際 
～誰一人取り残さない医療を目指して～
	 松永　貴子
済生会熊本病院 臨床栄養室兼給食管理室

 糖尿病足病変に対するフットケアチームの救済アプローチ 
―理学療法士の視点より―
	 青野　達
済生会福岡総合病院 リハビリテーション部

16：35～16：45 閉会挨拶 松尾 靖人（済生会熊本病院 糖尿病内科）
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第2会場

10：20～11：45 一般演題2
座長：一城　貴政（済生会横浜市東部病院 糖尿病・内分泌内科）	

金原　秀雄（福井県済生会病院 代謝内科）              

2-1 当院における低血糖救急搬入患者の背景変化に関する実態調査
○佐々　扶美1）、星乃　明彦2）、松尾　靖人2）、田上　浩美1）

1）済生会熊本病院 薬剤部、2）済生会熊本病院 糖尿病内科

2-2 重症低血糖を契機に判明した汎血球減少を伴う 
視床下部性副腎皮質機能低下症の一例
○永迫　久裕、岩屋　智加予
福岡県済生会大牟田病院 内分泌糖尿病内科

2-3 アナモレリン塩酸塩処方後に高血糖をきたし栄養管理に難渋した症例報告
○榎本　一実1）、松永　貴子2）、松尾　靖人3）

1）済生会熊本病院 臨床栄養室兼がん総合支援室、2）済生会熊本病院 臨床栄養室、 
3）済生会熊本病院 栄養部兼糖尿病内科

2-4 運動指導を行った糖尿病腎症腎不全期患者における身体機能 
および腎機能の経時的変化
○神山　大地1）、赤石　汐里1）、友常　健2）

1）済生会宇都宮病院 リハビリテーション技術科、2）済生会宇都宮病院 糖尿病・内分泌内科

2-5 リブレの特性を活かした糖尿病運動指導のための一次調査 
～主にリブレ測定回数と運動習慣の有無に着目して～
○三浦　富美彦1）、城田　祐輔1）、舛岡　紗也香1）、青木　有希子2）、権城　泉3）、早川　恵美子4）、
岡本　晃光5）、水越　常徳6）

1）済生会小樽病院 リハビリテーション室、2）済生会小樽病院 薬剤室、3）済生会小樽病院 栄養管理室、 
4）済生会小樽病院 看護部、5）済生会小樽病院 臨床検査室、6）済生会小樽病院 内科

2-6 アンジオテンシン受容体ネプリライシン阻害薬内服後の尿C-ペプチド値が 
著明な高値を示した2型糖尿病の1例
○比嘉　眞理子、託摩　晃大、後藤　彩紀、秋山　まこ、楠田　修平、王城　人志、山下　馨、
笠原　文子、池原　佳世子、一城　貴政
済生会横浜市東部病院 糖尿病・内分泌内科

2-7 肺癌治療中に免疫関連有害事象の1型糖尿病を来した1例
○荒毛　祐吏美1）、守田　和憲1）、田上　治美1）、松尾　靖人2）、星乃　明彦2）、保田　祐子3）、
一門　和哉3）

1）済生会熊本病院 薬剤部、2）済生会熊本病院 糖尿病内科、3）済生会熊本病院 呼吸器内科
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2-8 DPP4阻害薬を長期間服用後、 
造影剤使用を契機に水疱性類天疱瘡を発症した1例
○青木　有希子1）、上野　誠子1）、鈴木　景就1）、村川　麻里子1）、早川　恵美子2）、三浦　富美彦3）、
城田　祐輔3）、舛岡　紗也香3）、權城　泉4）、岡本　晃光5）、水越　常徳6）

1）済生会小樽病院 薬剤室、2）済生会小樽病院 看護部、3）済生会小樽病院 リハビリ室、 
4）済生会小樽病院 栄養管理室、5）済生会小樽病院 臨床検査室、6）済生会小樽病院 内科

2-9 拘束性換気障害を合併した2型糖尿病患者に対して 
呼吸機能改善に着目した運動指導が有効であった一例
○西田　裕紀1）、須﨑　裕一1）、山本　基記1）、永迫　久裕2）、岩屋　智加予2）

1）福岡県済生会大牟田病院 リハビリテーション部、2）福岡県済生会大牟田病院 内分泌糖尿病内科

2-10 糖尿病性足潰瘍により下腿切断に至った重度視力障害合併2型糖尿病の1症例 
―リハビリ困難と思われた患者が意欲的にリハビリに取り組んだ要因を考察する―
○近藤　源1）、兵頭　千恵2）、梅岡　二美3）、宮岡　弘明3）

1）済生会松山病院 リハビリテーションセンター、2）済生会松山病院 看護部、 
3）済生会松山病院 甲状腺・糖尿病センター

12：00～12：50 ランチョンセミナー 2
座長：宮岡　弘明（済生会松山病院）

CGM が切り拓く新しい糖尿病の治療戦略

弘世　貴久	 東邦大学 医学部 内科学講座 糖尿病・代謝・内分泌学分野

共催：アボットジャパン合同会社


